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患者・皆さん、ど家族の値き加、j=､･元気です∂ヽ。やっ乙蕩くなり

ましたね。これからが、北４道七'は、一番過しやすい季節ではない

かじ卿います。迫＜｡畠山から、ケこぷり一口乙いうぶか、ミンミン乙､､ヽ

うａヵヽ、そんな声忙力ヽ音だ力ヽが園とﾆえてきます。河鹿。声というの

ごしよ今か。小､耽も巣をもって、元気な声で參びまわっています。

　

４月乃日に、北海道芒初夕ての懇談令ﾌをjモフて力ヽら、早いも必ど

もう１ヵ月μ上たちました。そのことをjP＜お知ら忙しよらと｡男い

なが1ら屯、私明で、つ=い遅＜な｡つてレＪつ瓦ことをおわびします。

　

初ひ懇談会には∧冰看乙ど象族ａ方乞令め、25人ものスが集って

いた茫け承し叱。遠＜盾酋や。加川、室繭、追分、と

　

本当にご'苦

労様ざした。そして、乙の忽談会の中で、患希や家族圓ｎ連帯が、

どんなに忿嬰で卜また励にしク)力になゐかを深＜感じ｀さざられまし

た。れた加こは、比＜さんのやらなければならないこと、やりたい

こと二があることを知りました。また、私たちには｢‘瓶立Ｊするとい

う乙とこば、－つａ病根ども乙之るク｣とIばないかと恩いました。全口

箭無が症だク)会には「希望」という立派な利凪誌がありｊすが、私

牝ちの唄マヴもっご身近な情報ひ提供やニュース､の交換、そして



めにも丿クん教でぼありますが。患右ク､向だけｰどな＜、それ

を支えている家族や医師や我々をとぐ)ま＜周國そのものを

くるみてんでいかなければならないし附います。

砧さんａ家漉吟身近にお含たごとや、ニュース、エ地必誉箇

所凡物や凧景や、そしてそ必中ゼゐさた悩み加訴かそんな

お手械を下さい。寫枇きりひ。≒や、これか､ら社会八出石若い

人だ加乙もさっと置きな励まし乙。慰めになると辱います。

こ必６月の１みきった大空ぶりＪうに、明ろく、大き＜生きた

いも口)です。
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・４月23日（９）艶幌動脈徳
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他に:、服飾レ瀬約眼Cﾌ）方など合計23名他に手紙七逗鋸夕）あった／く、

べＦ名

　　

懇談含は。初めて会う人がほとんどな乙7）

　

て烈自己怒ｊ

ｊ症歴

　

現在口賑業などI

　

いろいろ悩みなど

＝=むＪじ尤でなされました。加軍以上の人や

ｌ易病まもない子供のこと、入院中外出レて



きた人、胸腺９手術を数日後に控尤でいろメ;ｊどI、jぽ／yがＴだ。初

めてひ会合です‥、秘んな熱/りごいろいろ詰さ九回ご固いよ写。印に

は√マイテテ‾ダご〇心戸丿毎日'７)んでいゐ人タ僕ごなノし

　

いく硝か

出されまし馳ぺぐ塵jｙ外ひ冶痔;j火や

　

宇治０仕方など七いろいろぷ

ました／こ‥りく、-一一鍛には、医師への不満や不為がかなひ勿ゐこと

七、明らかに､ド札

　

芦聯畠嘸郷が殺げﾌﾞ川すら拠彦大了と。

゛剥岡で犬乱心理4'狩身障吝保険や窃障者よ恢、溜涙の屋除、乖丿縦。

入か戻布の訪バレームペル､で一づ)儲など、冷ちらこちふご君必られ

ている/例心どヅ出されユレ7と。初ダ)て廟（話や。明らかにざれ7と砧

などがたくさん夕丿まし斤。詳しい内容り、友り公こニュース､Z号に

掲載レますが

　

こんな

　

ささやかな福屁(７)口家でも、我々が

巨ざごく現っけ、自冶体に要求すればパすっ乙う利用できる構があ

ること｡が今りましたｓ私たちば、それを塵利としヱ明らかにし、そ

してぞ到需レなければ乃こりまぜん。自分０為にだけどはな＜、それが

皆。ためｒなゐｎらで几いい法律も、利用しなければ乖べ

しよいます。また、瀋蜂は、口民の零或にぶってうくら坦るものだ

と･厖います。
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圈言巨言極言]に]ｍ･I心の０耶
岑部かヽら址しでか七言辰萌大区営首馳療。隅岡薯ん鮭まの゛９･い

工ぞ･スＪぐﾌ)効果についてＪという本が紹介さ戸

　

すぐ寸こ祀り切八

炎幌ａ方にば、後ゼ入手する、乙いうここになっ批ほどです。
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とだ、医療費(ﾌ)公費珊担、専同互を羞内に置いでほしい．-ｔツタ



－-をっ＜．てほしい。霞詰と'も莉減でさ系ゼンぐ一がIほしい.｢など1

がぶまし几'孝良

　

い戻り″など乃泡療ぞ。医右ビけで牡く、吟看

も弁に考尤，汁芦冷くブ一デダ乙つて、斗んら≒宍識.爪力宇どづｼGり
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雪俗二ノ)Ｊｊ道坦絡所として岫柏を千言ろこと
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・我々ｏ希求な七玉刄と犬ニヘ自力体に要求寸石活動を了乱

・本やテヤストフ顛介乙葺石

・定期的にニュース区兇行する。
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着虻ａ子庭で１．いろいろなお話を｡廓

ａｔｔて下さい。祠iZ）ヽの４に．Ｊとしdｚて

みるつもりで・。また，友ジｙ会ヽに入公

されていない患者口方＆どな知ごし之

ら。ぜひど河泗ｒトさい。

●～－｡・。｡ｔ４４０４’９ｗ｡。｡｡-･¶こ）1rｌち叫/砂々,凶･4祓

匹|パな鸞

-㎜皿S ･-〃･j■-■--■･---a=晶"㎜FS･'〃･j･-■--･･"' a-a
レい昏匠気で

　

ゆ７＜りくっろげると

ころが陥きたいものです。

遠方ａ方'ａ眉泊も考えます，

ど迎奏やjSﾀ．

地及、蕎認を．

どしどし寄t!=て

今後ａ涯過次才ｔlは

　

一割分が、支部恕戎大会乙なる可能性

もあります、瀬当レｙｆ。

時期．場所，滅題なと 毒叉しイヤこて下さい
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に素暗しい孕し咄います。
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瞬りつ）゛い化雨もやっと上り、翁緑ｏ若薫が

　

してもあざやかｔ･ご

ざいま凛、皿月十日乙全口述咲遠遊協議会の錨成式が行われ、

俑痢団体が砧まして、匍にも

　

□にも∧謳″えひヽけてゆとう乙云うも

ａ芒す。

　

そして

　

これりヽらよ隔ルざに暑党議玖乙Ｊ､洵に。謙騎

懇経会も持たれろＪｙこなり

　

厚生省も、やっとすい腰を､あげ私

達侃病悉に対レて友希ひ目し£ヽけてまいりふした。

友の会泥成以釆乙77月、やっとこン迄まい０ました。

貞丘、大阪支部八比海道

　

そしてこのど月には、几州・福岡に灸蜀

が銘絨されま‾享。

只今り乙ころ

　

山口Jり防府市乙岡山いっそ

　

そａ様な働きわヽけが

まいっておりごｔ

　

本当乙気強い限りでどざいます。私も

農舎ある４-に、北海疸に専同医口先主乞夕勢送ってい化ダきたい乙

斑文つダけて名ｎま‾T･

ど･りゼ嗇様御時体に御無迦な乱､ません茄。そレて、衆心会cフ､た

めに、お力をザしててごいこ亡。
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